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議会の 構成決定!!
　４月16日の改選後、５月２日・11日の２回にわたる臨時議会
及び６月定例会（６月２日〜 14日）が開催され、議員が所属する
委員会が決まりました。

　

皆
様
こ
ん
に
ち
は

　

こ
の
た
び
の
町
議
会
改
選
に

伴
い
、
粕
屋
町
第
15
代
の
議
長

に
就
任
し
ま
し
た
。

　

議
長
の
役
割
は
、
議
会
の
代

表
者
で
あ
り
議
会
事
務
局
の
統

理
者
で
あ
る
と
と
も
に
会
議
の

主
催
者
で
あ
り
ま
す
。

　

議
会
は
、
議
会
の
論
理
に
基

づ
き
、
い
か
に
町
民
に
寄
り
添

い
、
行
政
に
対
し
て
町
民
目
線

の
政
策
提
案
を
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
担
い

手
と
な
る
の
が
一
人
ひ
と
り
の

議
員
で
あ
り
、
そ
れ
を
推
進
す

る
役
割
を
議
長
は
、
担
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

　

粕
屋
町
議
会
代
表
者
と
し
て

皆
様
の
付
託
に
応
え
て
い
く
決

意
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

議
長
就
任
に
あ
た
っ
て

山
𦚰
　
秀
隆

監査委員の選任に同意しました

案浦　兼敏 議員　（67歳）

（町議会議員１期）

複数常任委員会制
　粕屋町議会では、平成28年度から複数
制を導入しています。希望すれば、一人
の議員が２つの常任委員会に所属するこ
とが出来ます。
　各委員会の人数は最高８名までとなっ
ています。

特別委員会とは
　必要がある場合において、議会の議決
で設置できます。
　審査や調査が終了したときに消滅いた
します。

八尋　源治副議長 山𦚰　秀隆議長
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議会の 構成決定!!
町民の意見を反映します！委員会紹介

平成29年6月2日現在

職　　　名

議

長

副

議

長

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

委

員

長

副
委
員
長

委

員

委

員

委

員

常任委員会 総
務
総
務
総
務

総
務
・

厚
生

総
務
建
設
建
設

建
設
・

厚
生

建
設
・

総
務

建
設
厚
生
厚
生

厚
生
・

総
務

厚
生

厚
生
・

総
務

議　員　名

山
𦚰
　
秀
隆

八
尋
　
源
治

小
池
　
弘
基

安
藤
　
和
寿

鞭
馬
　
直
澄

井
上
　
正
宏

太
田
　
健
策

川
口
　
　
晃

久
我
　
純
治

中
野
　
敏
郎

案
浦
　
兼
敏

本
田
　
芳
枝

木
村
　
優
子

田
川
　
正
治

福
永
　
善
之

末
若
　
憲
治

議会運営委員会 ○ 正 ○ 副 ○ ○ ○

国鉄志免炭鉱ボタ山開発特別委員会 ○ ○ ○ 正 ○ 副 ○ ○ ○

交通対策及び九州大学農場跡地対策特別委員会 ○ 副 ○ ○ ○ 正 ○

粕屋町議会報告特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 副 ○ ○ 正

粕屋町議会広報編集特別委員会 　 　 　 副 ○ ○ ○ 正 ○

学校給食調理場建設特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ 正 ○ ○ 副 ○ ○ ○ ○ ○ ○

町立保育所の建替・民営化に関する特別委員会 　 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 正 副 ○ ○ ○

粕屋南部消防組合議会 ○ 　 　 　 　 　 ○ 　

須恵町外二ヶ町清掃施設組合議会 ○ 　 　 ○ ○ 　 　 　 　

北筑昇華苑組合議会 ○ 　 　 　

国鉄志免炭鉱ぼた山開発推進協議会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

粕屋郡５町ブロック廃棄物対策協議会 ○ 　 　 ○ 　 　 　 　 　

粕屋南部消防組合粕屋中南部休日診療所管理委員会 ○ 　 　 　 　 　

糟屋郡篠栗町外一市五町財産組合議会 　 ○ 　 　 　 　 　 　 　 　

土地開発公社 ○ ○ ○ ○ ○ ○

都市計画審議会 　 　 　 ○ ○ ○ ○ 　 　

青少年問題協議会 ○ ○ 　 ○ 　 　 　 　 　 　

国民健康保険運営協議会 　 　 　 　 ○ ○

社会福祉協議会 　 　 　 　 　 　 　 ○

民生委員推薦会  　 　 　 　 　 　 　 ○ 　 ○

議長は全ての委員会（特別委員会含む）に入ることができます。

平成29年７月31日現在
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定
員
数
や
既
存
建
物
へ
の
安
全
対
策
、
工

事
期
間
が
３
年
生
の
受
験
と
重
な
る
こ
と

か
ら
、
騒
音
・
振
動
な
ど
に
十
分
配
慮
を

求
め
る
意
見
や
質
疑
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

厚生常任委員会
担当課
・総合窓口課
・子ども未来課
・介護福祉課
・健康づくり課

建設常任委員会
担当課
・都市計画課
・地域振興課
・道路環境整備課
・上下水道課

総務常任委員会
担当課
・総務課 ・学校教育課
・経営政策課 ・社会教育課
・税務課 ・給食センター
・収納課 ・会計課
・協働のまちづくり課

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長
　
小
池
　
弘
基

副
委
員
長
　
安
藤
　
和
寿

委
　
　
員
　
八
尋
　
源
治

委
　
　
員
　
鞭
馬
　
直
澄

委
　
　
員
　
井
上
　
正
宏

委
　
　
員
　
田
川
　
正
治

委
　
　
員
　
中
野
　
敏
郎

委
　
　
員
　
末
若
　
憲
治

末
若

安
藤

井
上 鞭

馬

小
池

田
川

中
野

八
尋

総務
粕
屋
東
中
学
校
校
舎
増
築

西
小
学
校
・
中
央
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
工
事

粕
屋
東
中
学
校
増
築
工
事

　

普
通
教
室
６
室

　

多
目
的
室
１
室

　

男
女
ト
イ
レ
３
箇
所（
１
〜
３
階
）

　

屋
外
ト
イ
レ
の
改
修
工
事

粕
屋
西
小
学
校

　

大
便
器

　
　

洋
式
：
12
組
→
31
組

　
　

和
式
：
49
組
→
16
組

粕
屋
中
央
小
学
校

　

大
便
器

　
　

洋
式
：
10
組
→
33
組

　
　

和
式
：
55
組
→
15
組

　

増
築
工
事
に
お
け
る
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

町民ファースト
常任委員会のメンバー

＆
６月定例会の内容

増築される東中学校
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建替予定の保育所

厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長
　
本
田
　
芳
枝

副
委
員
長
　
木
村
　
優
子

委
　
　
員
　
田
川
　
正
治

委
　
　
員
　
福
永
　
善
之

委
　
　
員
　
末
若
　
憲
治

委
　
　
員
　
久
我
　
純
治

委
　
　
員
　
鞭
馬
　
直
澄

建
設
常
任
委
員
会

委
員
長
　
太
田
　
健
策

副
委
員
長
　
川
口
　
　
晃

委
　
　
員
　
久
我
　
純
治

委
　
　
員
　
中
野
　
敏
郎

委
　
　
員
　
案
浦
　
兼
敏

末
若 鞭

馬

木
村

本
田

久
我

田
川

福
永

川
口

案
浦

太
田

中
野

久
我

建設

厚生
仲
原
保
育
所
・
中
央
保
育
所
老
朽
化

に
伴
う
建
替
計
画

大
字
戸
原
周
辺
の
住
居
表
示
が

変
わ
り
ま
す

　

仲
原
保
育
所
・
中
央
保
育
所

の
建
替
計
画
案
が
子
ど
も
未
来

課
よ
り
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
町
立
２
園
を
民

営
化
し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・

安
心
を
最
優
先
に
考
え
、
平
成

31
年
４
月
１
日
の
開
園
を
目
指

し
た
い
と
の
計
画
案
で
す
。

　

厚
生
常
任
委
員
会
で
審
議
し
、

極
め
て
重
要
な
案
件
で
あ
り
ま

す
の
で
、
議
員
全
員
16
名
で
議

論
す
べ
く
特
別
委
員
会
を
設
置

し
、
よ
り
慎
重
に
審
議
し
ま
す
。

　

大
字
戸
原
、
内
橋
・
長
者
原
の

一
部
を
戸
原
西
一
丁
目
〜
四
丁
目

に
変
更
し
ま
す
。

　

先
行
し
て
決
め
ら
れ
た
地
名
が

今
後
の
町
名
変
更
に
与
え
る
影
響

の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

実
施
予
定
日
は
、
平
成
29
年
９

月
２
日
で
す
。
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副町長の定数「２人 」提案で大激論　　

一目でわかる審議結果（賛否の分かれた議案）

　
全
国
に
お
い
て
、
人
口
減

少
社
会
が
進
む
中
、
粕
屋
町

に
お
い
て
は
、
人
口
が
伸
び

続
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

方
創
生
の
成
長
戦
略
及
び
市

制
に
向
け
て
、
準
備
を
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
市
に
な
る
取
り
組
み
と
し

て
、
ま
ず
、
は
じ
め
に
、
職

員
や
組
織
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
外
部
か
ら
有
識
者
を
迎
え
、

今
ま
で
築
い
て
き
た
役
場
の

経
験
と
知
識
、
そ
し
て
、
有

職
者
の
経
験
と
知
識
を
融
合

さ
せ
、
私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

で
あ
り
ま
す
。

・ 

福
岡
県
で
一
番
　
住
民
サ
ー

ビ
ス
の
良
い
ま
ち
づ
く
り

・ 

福
岡
県
で
一
番
　
住
み
た
い

と
思
う
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
に
、
副
町
長

を
２
名
に
増
員
す
る
こ
と
か

ら
、
本
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

討
論

提
案
理
由

�可決

　

篠
崎
元
町
長
の
時
は
、
合
併
し
て
市
を
目
指
す
と
さ
れ

た
が
、
副
町
長
1
人
で
部
長
制
で
の
行
政
運
営
で
あ
り
、

因
前
町
長
の
時
は
単
独
で
市
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
が
、

篠
崎
元
町
長
と
同
じ
体
制
で
し
た
。
ど
ち
ら
も
市
政
を
展

望
し
て
の
体
制
で
し
た
が
、
特
別
に
行
政
運
営
に
支
障
を

き
た
し
て
い
な
い
。
副
町
長
の
給
与
を
町
民
の
福
祉
向
上
、

介
護
や
障
が
い
者
、
高
齢
者
の
補
助
、
保
育
士
の
人
件
費

を
増
や
す
な
ど
優
先
す
べ
き
で
す
。

田
川
　
正
治

反
対
討
論

　

執
行
部
は〝
頭
で
っ
か
ち
〟に
な
る
と
い
う
意
見
を
言
っ

た
ら
、
部
長
は
今
後
任
用
し
な
い
と
の
話
。

　

部
長
制
度
を
生
み
出
す
ま
で
に
、
ど
れ
だ
け
の
時
間
を

要
し
た
か
。
ま
た
、
職
員
は
部
長
を
目
指
し
て
日
々
研
鑽

し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

町
長
は
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
、
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
と
唱
え
ら
れ

て
き
て
、
こ
こ
で
急
に
二
人
目
の
副
町
長
を
置
き
た
い
と

い
う
の
も
、
ま
っ
た
く
相
反
し
て
い
る
。

　

よ
っ
て
反
対
す
る
。

中
野
　
敏
郎

反
対
討
論

　

外
部
か
ら
の
人
材
登
用
は
町
長
の
公
約
で
も
あ
り
必
要

だ
と
思
う
。
役
場
の
職
員
は
優
秀
で
努
力
家
だ
。
し
か
し

新
し
い
こ
と
を
生
み
出
す
企
画
力
、
外
部
へ
の
発
信
力
は

弱
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
予
算
編
成
も
長
年
、
前
年

度
踏と

う
し
ゅ
う
襲
で
そ
の
弊
害
も
目
立
つ
。
部
長
制
廃
止
を
明
確

に
は
し
て
い
な
い
こ
と
に
少
し
の
懸
念
が
残
る
が
、
決
断

は
今
し
か
な
い
だ
ろ
う
。

本
田
　
芳
枝

賛
成
討
論

○⇒賛成　●⇒反対
―⇒退席　欠⇒欠席

採
決
結
果

賛
成
（
人
）

末
若
　
憲
治

井
上
　
正
宏

案
浦
　
兼
敏

鞭
馬
　
直
澄

安
藤
　
和
寿

中
野
　
敏
郎

木
村
　
優
子

太
田
　
健
策

川
口
　
　
晃

田
川
　
正
治

福
永
　
善
之

小
池
　
弘
基

久
我
　
純
治

本
田
　
芳
枝

八
尋
　
源
治

山
𦚰
　
秀
隆

粕屋町副町長の定数を定める
条例の一部を改正する条例に
ついて

可

決
8 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ○

議
長
は
採
決
に
加
わ
り
ま
せ
ん

副町長の選任につき同意を求
めることについて

可

決
8 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ○

平成29年度 粕屋町一般会計補
正予算について

可

決
8 ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ● ● ● ● ○ ● ○ ○
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副町長の定数「２人 」提案で大激論　　
新
副
町
長
の
給
与
・
手
当（
平
成
29
年
７
月
〜
平
成
30
年
３
月
分
）、
ま
た

備
品
購
入
費
な
ど
を
計
上
し
た
補
正
予
算（
１
，２
６
０
万
円
）に
対
す
る
討
論

※人事案件に対して、討論は行いません。

　

因
町
長
は
議
案
30
号
の
副
町
長
の
原
資
は「
財
政
調
整
基
金
か
ら
支
出
」と
答

え
ら
れ
ま
し
た
。
平
成
29
年
度
の
予
算
は
枠
配
分
方
式
予
算
で
、『
各
種
の
基
金

か
ら
の
繰
入
れ
を
せ
ず
、
実
質
の
収
入
で
予
算
を
立
て
て
い
く
方
法
』で
す
。
予

算
の
成
立
か
ら
僅
か
２
か
月
で
枠
配
分
方
式
で
は
、
や
っ
て
は
い
け
な
い
基
金

か
ら
の
繰
入
を
行
っ
て『
副
町
長
２
人
制
』を
と
る
事
に
は
論
理
の
矛
盾
が
あ
る
。

護
、
子
育
て
支
援
な
ど
の
事
業
を
削
減
し
、
町
民
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
負

担
を
押
し
付
け
て
、
町
長
自
ら
の
公
約
を
優
先
す
る
、
副
町
長
の
年
給
与

１
６
０
０
万
円
に
あ
た
る
予
算
に
は
反
対
す
る
。

川
口
　
　
晃

反
対
討
論

　

今
回
の
副
町
長
２
人
制
に
つ
い
て
町
民
の
方
々
に
聞
き
ま
し
た
が
、
多
く
が

税
金
の
無
駄
遣
い
で
反
対
と
の
意
見
で
し
た
。

　

町
長
は
、
公
約
実
現
と
人
材
育
成
の
た
め
外
部
か
ら
副
町
長
を
登
用
す
る
と

し
て
い
ま
す
。

　

町
長
自
ら
が
、
粕
屋
町
の
あ
る
べ
き
姿
や
公
約
な
ど
に
つ
い
て
、
職
員
に
熱

く
語
り
、
職
員
の
力
を
引
き
出
す
こ
と
の
方
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
、
補
正
予

算
に
反
対
し
ま
す
。

案
浦
　
兼
敏

反
対
討
論

　

３
月
議
会
で
、
在
宅
介
護
ね
ぎ
ら
い
手
当
、
寝
た
き
り
身
障
者
介
護
手
当
、

子
育
て
支
援
事
業
、
未
熟
児
養
育
医
療
費
な
ど
１
６
０
０
万
円
削
減
し
、
歴
代

の
町
長
や
議
会
が
積
み
上
げ
て
き
た
、
他
町
よ
り
も
優
れ
た
住
民
の
福
祉
や
介

田
川
　
正
治

反
対
討
論

　

普
通
の
組
織
で
は
、『
部
下
は
上
司
を
選
べ
な
い
』、
同
じ
く『
上
司
も
部
下

を
選
べ
な
い
』の
が
定
説
。

　

し
か
し
、
組
織
の
ト
ッ
プ
は
、
部
下
を
選
べ
る
。

　

町
長
は
、
副
町
長
と
教
育
長
を
ご
自
身
で
選
任
さ
れ
、
ご
自
身
が
考
え
る
執

行
部
体
制
を
整
え
ら
れ
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
新
た
に
、
副
町
長
の
二
人
目
を『
対た
い
が
い
せ
っ
し
ょ
う
や
く

外
折
衝
役
』と
し
て
選

任
さ
れ
た
。

　

対
外
折
衝
役
は「
町
長
の
仕
事
」だ
。

福
永
　
善
之

反
対
討
論

　

意
識
改
革
と
い
う
言
葉
が
飛
び
交
う
論
議
で
あ
っ
た
が
、
議
員
、
町
長
と
も

が
ま
ず
意
識
改
革
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

部
長
制
度
の
総
括
も
な
く
性
急
に
進
め
ら
れ
た
今
回
の
議
案
に
対
し
て
は
反

対
で
あ
る
。

　

確
か
な
推
進
と
期
待
が
も
て
る
の
か
疑
問
だ
。

　

他
議
員
の
な
か
に
も〝
顧
問
〟と
い
う
立
場
で
も
い
い
の
で
は
、
と
い
う
意
見

が
出
て
い
た
が
、
私
も
同
意
見
で
あ
る
。

中
野
　
敏
郎

反
対
討
論

　

高
い
目
標
を
設
定
し
現
状
を
否
定
し
な
が
ら
常
に
新
し
い
も
の
を
創
り
だ

す
と
言
う
執
行
部
の
前
向
き
な
努
力
、
未
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
た
め
、
希

望
と
活
力
の
あ
る
粕
屋
を
築
く
た
め
の
成
長
戦
略
に
対
し
、
新
副
町
長
の
新

し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
町
長
を
始
め
全
職
員
が
ベ
ク
ト
ル
を
合
わ
せ
る
。
全
員

の
力
が
結
集
し
た
と
き
、
何
倍
も
の
力
と
な
り
成
果
を
生
み
出
す
事
を
期
待

し
賛
成
討
論
と
致
し
ま
す
。

安
藤
　
和
寿

賛
成
討
論

　

粕
屋
町
の
町
政
は
壁
に
ぶ
ち
当
た
り
、
行
き
詰
っ
て
い
る
と
思
う
。
部
長

制
の
弊
害
が
大
き
い
。
そ
れ
を
打
開
す
る
た
め
の
町
長
の
決
断
だ
。
ひ
と
つ

の
投
資
と
し
て
、
町
長
の
判
断
を
支
持
す
る
。

本
田
　
芳
枝

賛
成
討
論
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案浦　兼敏 議員

案
浦

遅
延
損
害
金
と

し
て
、
町
民
の

血
税
1
億
円
余
り
を
無
駄

に
使
う
こ
と
に
な
る
。

　

3
月
に
は
、
担
当
職
員

の
懲
戒
処
分
を
行
っ
て
い

案
浦

駕
与
丁
公
園
は
、

粕
屋
町
の
顔
で

あ
り
、
誇
り
だ
。

　

そ
の
中
で
、
水
鳥
橋
は
、

橋
脚
を
さ
ら
し
た
ま
ま
放

置
さ
れ
て
い
る
。

　

町
内
だ
け
で
な
く
、
町

外
の
公
園
利
用
者
か
ら
も
、

架
橋
を
望
む
声
が
多
く
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

今
後
の
整
備
計
画
は

る
が
、
自
ら
を
処
分
す
る

な
ど
、
け
じ
め
を
つ
け
る

べ
き
で
は

　

町
長
の
責
任
に
つ
い
て
、

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

町
長
私
も
、
町
長
に

な
っ
た
時
か
ら
、

水
鳥
橋
修
復
は
町
民
の
皆

さ
ん
の
念
願
で
あ
る
と
理

解
し
て
い
ま
す
。

　

公
共
施
設
等
整
備
に
は

優
先
順
位
が
あ
り
ま
す
の

で
、
順
番
が
来
ま
し
た
ら

対
応
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

町
長
6
月
末
で
工
事

が
完
了
し
ま
す

の
で
、
全
部
が
終
わ
り
ま

し
た
ら
、
し
っ
か
り
と
自

ら
を
律
し
た
い
と
考
え
ま

す
。

周辺町との合併による市昇格は
因・町長／現在もその考えは一切変わらない

案
浦

他
町
と
の
対
等

合
併
は
難
し
い

問
題
が
あ
る
。

　

粕
屋
町
は
、
平
成
37
年

国
勢
調
査
で
人
口
5
万
人

を
超
え
る
見
込
み
と
の
こ

と
だ
が
、
ま
ず
粕
屋
町
が

単
独
で
市
に
昇
格
し
、
そ

の
後
周
辺
の
町
と
合
併
し

て
は
と
考
え
る
。

　

町
長
は
、
10
万
人
規
模

の
合
併
に
よ
る
市
昇
格
を

唱
え
て
い
る
が
、
現
在
も
、

そ
の
考
え
に
変
わ
り
は
な

い
の
か
。

町
長
合
併
は
私
の
構

想
で
す
の
で
、

8
年
後
の
市
制
を
目
指
し

て
、
徐
々
に
体
制
づ
く
り

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
工
事
中
断
の
責
任
は

因
・
町
長
／
事
業
完
了
後
、自
ら
を
律
し
た
い

水
鳥
橋
の
整
備
計
画
は
な
い
の
か

因
・
町
長
／
将
来
的
に
は
対
応
し
た
い

◯�

粕
屋
町
の
財
政
状
況
に
つ

い
て

その他の質問

橋脚をさらしたままの水鳥橋
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田川　正治 議員

住
民
福
祉
部
長

　

削
減
は
６
事
業
で

２
９
０
万
円
で
す
。

　

他
町
の
関
係
も
あ
る

が
、
６
事
業
は
法
律
の
整

備
や
新
た
な
支
援
策
が
実

施
さ
れ
、
ま
た
、
給
付
制

度
が
な
か
っ
た
こ
ろ
の
対

策
を
町
で
残
し
て
い
た
も

の
で
重
複
し
た
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
見
直
し
ま
し
た
。

他町と比べ優れている施策の削減は
安川・住民福祉部長／今年度は６事業290万円を削減

田
川

国
民
健
康
保
険

税
は
担
税
能
力

を
超
え
て
お
り
、
前
年
度

の
黒
字
５
千
万
円
を
活
用

す
れ
ば
１
世
帯
１
万
円
の

引
き
下
げ
が
で
き
る
。

　

さ
ら
に
国
か
ら
の
低
所

得
者
支
援
金
27
年
度
と
28

年
度
で
１
億
５
千
万
円
交

付
さ
れ
て
い
る
、
こ
れ
を

活
用
し
て
１
人
５
千
円
の

昨
年
度
の
黒
字
５
千
万
円
で
引
き
下
げ
を

因
・
町
長
／
黒
字
に
な
れ
ば
減
額
の
可
能
性
も

引
き
下
げ
を
。

藤
川・総
合
窓
口
課
長

　

支
援
金
は
低
所
得
者
の

た
め
に
７
割
、
５
割
、
２

割
の
軽
減
を
補
て
ん
す
る

た
め
の
補
助
金
と
認
識
し

て
い
る
。

　

全
体
と
し
て
会
計
が
黒

字
に
な
る
場
合
は
保
険
税

に
還
元
す
る
こ
と
も
含
め

て
検
討
し
ま
す
。

町
長
低
所
得
者
や
高

額
納
税
者
の
方

も
医
療
費
は
一
緒
で
す

が
、
全
体
的
に
黒
字
に
な

れ
ば
減
額
に
な
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

田
川

就
学
援
助
の
入

学
準
備
金
を
篠

栗
町
の
よ
う
に
１
月
末
に

支
払
う
こ
と
や
、
受
給
所

得
条
件
を
保
護
費
の
１
・

５
倍
に
引
き
上
げ
て
受
給

者
の
減
少
を
防
ぐ
べ
き
だ
。

入
学
準
備
金
の
１
月
末
支
給
を

西
村
・
教
育
長
／
国
が
引
き
上
げ
た
の
で
町
で
も
検
討
中

教
育
長
国
が
準
備
金

を
小
学
校
４

万
６
０
０
円
、
中
学
４
万

７
４
０
０
円
に
引
き
上
げ

た
が
、
町
と
し
て
は
今
検

討
中
で
本
年
度
は
昨
年
と

同
様
の
予
定
で
す
。

　

受
給
所
得
条
件
に
つ
い

は
、
学
校
教
育
課
と
し
て

継
続
し
て
検
討
し
ま
す
。

◯�

給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
の
遅
延

損
害
金
支
払
い
問
題

◯�

町
立
保
育
所
の
建
て
替
え
と

待
機
児
童
解
消
問
題

その他の質問

田
川

高
齢
者
、
障
が

い
者
な
ど
社
会

的
弱
者
が
増
え
る
の
に
、

他
町
と
比
べ
介
護
福
祉
関

連
の
優
れ
て
い
る
施
策
を
、

他
町
並
み
に
予
算
を
削
減

し
て
い
る
が
削
減
し
た
事

業
と
額
は

　

在
宅
介
護
者
ね
ぎ
ら
い

手
当
が
５
万
円
か
ら
４
万

円
に
削
減
さ
れ
た
。

　

26
年
は
１
１
０
件
、
27

年
は
１
４
０
件
の
実
績
が

あ
る
が
他
町
の
関
係
で
削

減
し
た
の
か
。

9
粕屋町議会だより№145
2017.6月議会号

議
会
構
成

委
員
会
報
告

第
２
回
定
例
会

一
般
質
問

議
会
報
告
会

一
般
質
問



太
田

「
選
挙
に
行
き

ま
し
ょ
う
」
と
、

う
た
っ
て
い
る
が
、
投
票

率
向
上
に
対
し
て
、
新
し

く
と
ら
れ
た
方
法
は

町
長
ま
さ
か
町
議
会

議
員
の
選
挙
で
、

40
％
を
切
る
と
思
っ
て
ま

せ
ん
で
し
た
。

山
本・総
務
課
長

　

今
回
の
町
議
会
議
員
選

挙
は
前
回
よ
り
下
が
っ
て

39
・
34
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
魅
力
あ
る
選
挙
と

な
る
よ
う
努
力
し
ま
す
。

太
田

町
長
の
公
約
5

つ
の
ま
ち
づ
く

り
の
中
で
、
全
部
福
岡
県

で
一
番
を
目
指
す
と
な
っ

て
い
る
が
、
一
番
に
な
っ

た
も
の
は
あ
る
か
。

町
長
私
の
目
指
す
も

の
は
全
て
が
一

番
で
す
か
ら
、
公
約
上
は

一
番
と
書
き
ま
し
た
。

太
田

各
公
民
館
で
の

親
子
サ
ロ
ン
開

設
と
充
実
を
図
り
ま
す
と

あ
る
が
。

町
長
各
公
民
館
に
事

務
局
を
置
い
て
、

親
子
サ
ロ
ン
の
サ
ー
ビ
ス

を
や
っ
た
方
法
が
い
い
と

思
い
ま
す
。

ぼた山開発は
因・町長／ぼた山協議会に提案

太
田

志
免
炭
鉱
ぼ
た

山
跡
地
を
購
入

さ
れ
た
経
緯
と
日
付
、
相

手
、
金
額
と
目
的
は

因・都
市
政
策
部
長

　

経
緯
は
国
鉄
民
営
化
に

よ
る
処
分
、
昭
和
62
年
6

月
登
記
、
相
手
は
日
本
国

有
鉄
道
、28
・
79
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
1
億
円
で
購
入
、
公

共
用
施
設
を
作
る
目
的
。

太
田

ボ
タ
山
は
産
業

廃
棄
物
で
な

か
っ
た
か
、
地
質
調
査
、

測
量
図
は

都
市
政
策
部
長

　

ボ
タ
山
は
産
業
廃
棄
物

で
地
質
調
査
、
ボ
ー
リ
ン

グ
調
査
は
あ
り
ま
す
。

太
田

過
去
に
多
く
の

計
画
が
実
行
さ

れ
な
か
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

都
市
政
策
部
長

　

炭
鉱
の
残
滓
を
置
い
て

お
り
そ
の
下
に
坑
道
が
推

察
さ
れ
ま
す
。

太
田

今
後
3
町
長
は

ど
う
い
う
方
向

に
進
め
ら
れ
る
か
。

町
長
今
後
は
ボ
タ
山

協
議
会
に
提
案

し
な
が
ら
検
討
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。

町
長
の
選
挙
公
約
は

因
・
町
長
／
こ
れ
か
ら
で
す

太田　健策 議員

町長の公約リーフレット

粕屋町から見たボタ山
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井
上

前
回
の
町
長
選

で
町
長
は
幾
つ

か
の
町
を
合
併
さ
せ
、

10
万
人
規
模
の
希
望
と
活

力
の
あ
る
未
来
都
市
を
目

指
す
と
の
選
挙
公
約
で
、

町
長
に
な
ら
れ
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
は

町
長
町
長
就
任
後
、

す
ぐ
に
給
食
セ

ン
タ
ー
の
問
題
が
あ
り
、

こ
れ
が
非
常
に
大
き
な
問

題
で
し
た
。

　

こ
れ
に
１
年
半
か
か

り
、
よ
う
や
く
４
月
か
ら

開
業
に
な
り
、
あ
と
の
残

務
処
理
を
し
っ
か
り
と
や

り
、
次
の
私
の
ス
テ
ッ
プ

に
初
め
て
進
み
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

井
上

町
長
は
な
ぜ
合

併
を
希
望
さ
れ

る
の
か
、
ま
た
実
際
合
併

し
よ
う
と
思
っ
て
い
る
町

と
の
話
は
進
ん
で
い
る
の

か
。

町
長
地
域
が
広
が
る

こ
と
で
町
の
枠

組
み
が
魅
力
的
に
な
り
、

い
ろ
ん
な
職
員
が
交
わ
る

こ
と
で
優
秀
な
職
員
が
牽

引
者
と
な
り
職
員
意
識
が

変
わ
る
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

井
上

市
制
施
行
は
何

年
後
を
目
指
す

の
か
。

町
長
当
時
は
単
独
で

10
年
後
の
市
制

施
行
を
目
指
す
と
言
わ
れ

て
い
た
が
私
は
、
今
で
は

８
年
後
の
国
勢
調
査
で
粕

屋
町
の
立
地
性
か
ら
み
る

と
、
ま
あ
５
万
人
に
な
る

の
で
は
な
い
か
な
と
。

　

こ
れ
は
、
も
う
予
測
で

す
か
ら
、
そ
う
い
っ
た
中

で
進
ん
で
い
く
の
か
な
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

井
上

こ
の
件
で
、
合

併
協
議
会
と
か

準
備
室
と
か
ま
た
、
議
会

や
町
民
に
対
し
て
な
に
か

取
り
組
み
を
考
え
て
い
る

の
か
。

町
長
10
年
前
、
法
定

協
議
会
等
が
設

置
条
例
を
提
案
さ
れ
た

が
、
粕
屋
町
は
否
決
を
し

た
の
で
、
現
在
は
合
併
の

話
は
全
く
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。

　

し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

議
会
や
住
民
に
対
し
て

も
、
時
期
が
く
れ
ば
、
行

政
と
し
て
し
っ
か
り
と
説

明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
全
力
を
つ
く
し

ま
す
。

市制施行は
因・町長／準備は今から始めます

井上　正宏 議員

○
長
者
原
〜
福
岡
空
港
接
続
に
つ
い
て

○
粕
屋
町
独
自
の
教
育
に
つ
い
て

その他の質問

粕屋町庁舎
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福
永

町
長
に
就
任
さ

れ
て
、
１
年
６

か
月
が
過
ぎ
た
。

　

29
年
度
本
予
算
に
は
、

ど
の
様
に
町
長
の
公
約
が

反
映
さ
れ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
公
約
の
達
成
度

は町
長
選
挙
公
約
に
つ

い
て
は
、
当
選

後
に
、
各
課
長
に
可
能
な

限
り
実
現
す
る
よ
う
に
指

示
し
て
お
り
ま
す
。

福
永

『
福
岡
県
で
一

番
子
育
し
や
す

い
ま
ち
づ
く
り
』
で
は
、

町
立
の
４
幼
稚
園
の
２
歳

児
か
ら
の
短
時
間
保
育
を

う
た
っ
て
あ
る
が
。

堺・子
ど
も
未
来
課
長

　

２
歳
児
の
前
に
３
歳
児

の
保
育
を
考
え
る
と
、
各

園
共
に
保
育
室
２
部
屋
増

設
が
必
要
で
、
費
用
は
約

６
千
万
円
で
す
。

　

ま
た
、
毎
年
２
千
万
円

の
人
件
費
が
必
要
で
す
。

　

町
の
財
政
が
厳
し
い
た

め
、
町
立
保
育
所
２
園
の

建
て
替
え
を
優
先
し
た

い
。福

永

２
歳
児
か
ら
の

短
時
間
保
育
の

進
捗
は
、『
ゼ
ロ
』
で
宜

し
い
で
す
か
。

町
長
老
朽
化
し
た
町

立
の
２
保
育
所

が
完
了
次
第
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
移
っ
て
い
き
た

い
。

福
永

『
福
岡
県
で
一

番
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
』

で
は
、町
長
に
就
任
さ
れ
、

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
の
職

員
の
意
識
の
変
化
は

町
長
副
町
長
２
名
体

制
で
変
化
を
起

こ
し
た
い
。

　

職
員
に
対
し
て
は
、
福

岡
県
や
国
と
対
等
に
交
渉

で
き
る
よ
う
な
人
材
に

な
っ
て
ほ
し
い
。

福
永

外
部
の
血
と
し

て
副
町
長
の
二

人
目
と
か
、
職
員
の
対
外

折
衝
能
力
が
弱
い
と
か
、

と
言
わ
れ
て
お
り
ま
す

が
、そ
の
よ
う
な
こ
と
は
、

ま
ず
は
町
長
自
ら
役
場
の

内
部
を
統
制
さ
れ
て
か
ら

で
も
遅
く
な
い
の
で
は

選
挙
公
約
、
進
捗
状
況
は

因
・
町
長
／
選
挙
公
約
は
守
っ
て
い
き
た
い

福永　善之 議員

町
長
人
そ
れ
ぞ
れ
に

考
え
は
違
い
ま

す
。

　

私
は
私
以
上
に
優
れ
た

方
を
入
れ
て
、
粕
屋
町
の

レ
ベ
ル
を
上
げ
た
い
。

福
永

粕
屋
町
の
歴
史

の
中
で
、
初
め

て
行
政
経
験
の
な
い
方
が

町
長
に
就
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

副
町
長
二
人
制
の
提
案

は
、
一
般
的
に
み
て
、『
ご

自
身
の
能
力
が
な
い
か
ら

二
人
置
く
』
と
み
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
。

町
長
私
は
、
あ
な
た

に
応
援
し
て
頂

け
る
も
の
と
思
っ
て
い
ま

す
。福

永

行
政
改
革
に
は

応
援
す
る
が
、

こ
の
提
案
（
副
町
長
二
人

制
）
は
行
革
に
逆
行
し
て

い
る
と
思
う
。

　

現
在
の
執
行
部
の
中

に
、
町
長
に
苦
言
を
言
え

る
人
が
い
な
い
の
で
は
。

　

私
は
、
町
長
の
周
り
に

苦
言
を
言
え
る
人
材
を
置

く
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
。

『
福
岡
県
で
一
番
住
み
た
い
と
思
う
ま
ち
づ

く
り
』

➡　

希
望
あ
る
10
万
人
都
市

『
福
岡
県
で
一
番
環
境
の
良
い
ま
ち
づ
く
り
』

➡　

河
川
敷
へ
の
ア
ジ
サ
イ
ロ
ー
ド
の
設
置

その他、町長の選挙公約
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久
我

仲
原
、
中
央
保

育
所
の
建
て
替

え
は
民
営
な
の
か
。

町
長
基
本
的
に
は
民

営
化
と
い
う
こ

と
で
明
言
い
た
し
ま
す
。

久
我

民
営
化
で
あ
れ

ば
、
町
民
へ
の
説

明
、
ま
た
場
所
の
見
当
は

町
長
民
営
化
の
方
が

人
気
が
有
り
レ

ベ
ル
も
高
い
。

　

委
員
会
で
説
明
し
ま
す
。

久
我

事
業
者
を
公
募

す
る
な
ら
い
つ

す
る
の
か
。

町
長
委
員
会
で
説
明

し
ま
す
。

久
我

い
つ
ま
で
に
開

所
を
検
討
し
て

い
る
の
か
。

町
長
原
課
は
3
年
と

い
う
が
2
年
を

目
標
に
開
所
す
る
よ
う
に

指
示
し
て
い
ま
す
。

久
我

そ
れ
ま
で
の
期

間
の
待
機
児
童

対
策
は

堺・子
ど
も
未
来
課
長

　

小
規
模
保
育
所
、
ま
た

企
業
主
導
型
保
育
所
が
出

来
ま
す
。

久
我

小
規
模
保
育
所

は
公
募
し
な
い

の
か
。

安
川・住
民
福
祉
部
長

　

公
募
は
予
定
し
て
い
ま

せ
ん
。

久
我

連
携
保
育
所
は

町
外
で
も
い
い

の
か
、
保
護
者
が
反
対
し

て
も
小
規
模
保
育
所
と
し

て
認
め
る
の
か
。

住
民
福
祉
部
長

　

制
度
上
、
町
の
内
外
は

問
い
ま
せ
ん
。
町
外
で
も

可
能
で
す
。

待機児童対策その後は
因・町長／2園の民営化する事も前提に

久我　純治 議員

久
我

駕
与
丁
公
園
の

橋
、
人
が
通
れ

る
だ
け
の
普
通
の
橋
は
再

建
で
き
な
い
の
か
、
ま
た

一
般
競
争
入
札
は
出
来
な

い
の
か
。

吉
武・副
町
長
住
民
の

ほ
う
が
、

ぜ
ひ
か
け
た
い
と
の
声
が

久
我

原
町
、
長
者
原

駅
前
み
た
い
に

ミ
ニ
ロ
ー
タ
リ
ー
の
様
に

出
来
な
い
の
で
す
か
。

　

雨
の
日
の
朝
夕
は
送
迎

の
車
で
混
雑
し
て
困
る
。

町
長
三
角
の
所
の
隅

を
切
る
だ
け
で

い
い
と
言
う
な
ら
、
県
道

や
歩
道
が
あ
る
が
県
と
相

談
し
て
み
て
結
果
の
報
告

多
け
れ
ば
考
え
な
く
て
は

い
け
な
い
が
、
優
先
順
位

も
関
係
し
ま
す
。

　

今
は
決
ま
っ
て
い
な
い

が
指
名
入
札
に
な
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

は
し
ま
す
。

水
鳥
橋
の
再
建
は

因
・
町
長
／
町
民
の
思
い
も
考
え
て
進
展
さ
せ
ま
す

伊
賀
駅
前
の
混
雑
対
策
は

因
・
町
長
／
県
と
相
談
し
て伊賀駅前
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本
田

広
報
か
す
や
4

月
号
の
「
平
成

29
年
度
粕
屋
町
高
齢
者
在

宅
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
記

事
は
問
題
で
あ
る
。

　

４
月
号
に
掲
載
す
る
た

め
に
は
３
月
半
ば
に
校
正

が
終
了
し
て
い
る
は
ず
で
、

３
月
議
会
の
予
算
案
の
採

決
前
に
印
刷
し
た
こ
と
に

な
る
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
し

て
は
厚
生
常
任
委
員
会
で

も
、
予
算
特
別
委
員
会
で

も
執
行
部
の
方
針
に
対
し

て
白
熱
し
た
議
論
が
交
わ

さ
れ
た
。

　

そ
の
審
議
途
中
で
、
昨

年
よ
り
も
大
幅
に
削
減
し

た
事
業
内
容
が
可
決
を
見

越
し
て
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
記
事
に
は
、
サ
ー

ビ
ス
縮
小
・
廃
止
説
明
は

何
も
な
い
。

　

こ
れ
で
は
議
会
で
何
の

た
め
に
予
算
審
議
を
し
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
。

　

２
元
代
表
制
の
根
幹
に

か
か
わ
る
問
題
で
、
議
会

軽
視
で
は
な
い
か
。

　

発
行
方
針
、
編
集
の
在

り
方
は

安
河
内・総
務
部
長

　

正
し
い
情
報
を
タ
イ
ム

リ
ー
に
町
民
の
皆
様
に
お

知
ら
せ
す
る
と
い
う
方
針

の
下
で
広
報
編
集
委
員
会

を
設
置
。

　

委
員
は
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
課
の
職
員
と
各
課
か

ら
選
出
さ
れ
た
職
員
で

す
。

　

疑
問
点
な
ど
を
確
認
し

な
が
ら
構
成
し
て
い
ま

す
。

　

町
の
方
針
は
そ
う
い
う

形
で
正
し
い
広
報
を
確
保

す
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
す
。

本
田

編
集
会
議
で
、

ま
だ
議
会
で
可

決
し
て
い
な
い
予
算
の
事

業
内
容
を
記
載
す
る
こ
と

に
問
題
は
な
か
っ
た
の

か
。

総
務
部
長
こ
の
よ
う

な
詳
細
に

わ
た
っ
た
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
内
容
に
つ
い
て
は
広
報

編
集
委
員
で
は
把
握
が
難

し
い
。

　

４
月
号
に
出
す
べ
き
か

否
か
の
議
論
は
し
て
い
ま

せ
ん
。

　

編
集
委
員
長
と
い
う
立

場
上
失
念
し
て
い
た
部
分

は
あ
り
ま
す
。

縮
小
削
減
予
算
案
を
可
決
前
に
印
刷
と
は

因
・
町
長
／
十
分
注
意
し
な
が
ら
議
論
し
ま
す

本田　芳枝 議員

○�
学
校
経
営
発
表
会
の
在
り

方
に
つ
い
て

その他の質問 本
田

最
終
的
な
決
定

権
は
議
会
に
あ

る
。

　

議
会
で
決
定
し
て
い
な

い
も
の
を
載
せ
て
い
る
の

が
問
題
な
の
だ
。

　

編
集
委
員
長
の
総
務
部

長
、
サ
ー
ビ
ス
担
当
の
住

民
福
祉
部
長
の
責
任
は
重

大
だ
。

役場からのお知らせInformation

高齢者が住み慣れた地域で安心
して暮らしていけるように支え
る総合的な窓口です。
介護、健康、権利擁護、虐待等
の相談を、関係機関と連携して
総合的に支援します。

地域包括支援センター
とは？

平成29年度  粕屋町高齢者在宅支援サービス

日常生活支援が必要な高齢者の
自立に向けて、生活支援サポー
ターが支援を行います。

【支援内容】
買い物同行・ゴミ捨て・見守り
※�靴を脱がない支援を行いま
す。

【対象者】
おおむね65歳以上の独居およ
び虚弱高齢者のみの世帯の人

【利用者負担】
なし

※�ボランティアサポーターの関
係上、対応できない場合があ
ります。一度ご相談ください。

要介護高齢者等を常時介護して
いる同居介護者の労をねぎらう
ために手当金を支給します。

【対象者】
次のいずれにも該当する人
○�要介護４、５と認定された高
齢者等を同居で介護している
人
○�連続する４月間の合計日数の
うち、その２分の１以上を在
宅で生活する高齢者等を同居
で介護している人

【手当金額】
４万円／１回
※�今年度から金額を変更しまし
た。

※�連続する４月間の終了日から
１月以内に申請する必要があ
ります。

急病等の緊急時に迅速適切な対
応ができるように、独居高齢者で
常時見守りが必要な人に対し、緊
急通報装置を貸し付けます。

【対象者】
65歳以上で、次のいずれにも
該当する人
○�独居で見守りを行う人がいな
い人
○�身体上疾患があり、生命の危機
を脅かす状態になりやすい人
○�携帯電話がなく、緊急通報を
行うことが困難な人

【利用者負担】
○�住民税課税者は装置設置費用
の半額負担
○住民税非課税者は負担なし

調理をすることが困難な高齢者
に対して自宅に配食サービスの
提供とともに安否確認を行いま
す。

【配食事業者】
○緑の里
○老人給食センター
○宅配クック123

【対象者】
65歳以上で次のいずれにも該
当する人
○独居及び高齢者のみ世帯の人
○疾患等で見守りが必要な人
○�栄養改善が必要な人や調理困
難な人

【補助金額】
１食につき250円

※�補助利用回数に制限がありま
す。

寝たきりや認知症の高齢者等
で、在宅生活において常時紙お
むつ等を必要とする人に紙おむ
つ等を現物支給します。

【対象者】
介護保険要介護認定を受けた在
宅の高齢者等で住民税非課税者

【給付限度額】
①�世帯に住民税課税者が他にい
る場合
　3,000円相当分／月

②住民税非課税世帯の場合
　6,000円相当分／月

生活支援サポーターサービス 在宅介護者ねぎらい手当

緊急通報装置貸付

配食サービス

紙おむつ等給付

問合せ
粕屋町介護福祉課
高齢者支援係
（地域包括支援センター）
☎ 938-0229
※ サービスの利用につきまし
て、詳細は介護福祉課高齢者
支援係にお尋ねください。

役
場
か
ら
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生活支援
住宅改修費補助

実際に居住する住宅での転倒
予防を目的とし、住宅改修の
一部を補助します。

【対象者】
65歳以上で、次のいずれに
も該当する人
● 要支援１、２の人もしくは、
基本チェックリストの運動
機能低下に該当する人

● 介護保険料の滞納がない人

【補助金額】
改修に要した額の８割
ただし補助限度額　10万円
※事前に申請が必要です。
（補助限度額まで再申請可）

在宅介護者
ねぎらい手当

要介護高齢者等を常時介護し
ている同居介護者の労をねぎ
らうために手当金を支給しま
す。

【対象者】
次のいずれにも該当する人
● 要介護４、５と認定された
高齢者等を同居で介護して
いる人

● 連続する４月間の合計日数
のうち、その２分の１以上
を在宅で生活する高齢者等
を同居で介護している人

【手当金額】
５万円/1回

※ 連続する４月間の終了日か
ら１月以内に申請する必要
があります。

ゆうゆうサロン

地域の公民館等において、「粕
屋転ばん体操」やレクリエー
ション、ゲーム等を行い、介護
予防に取り組みます。
【対象者】
65歳以上で、ご自分で通所可
能な人
【開催場所】（公民館等）
月…上大隈公民会館、
　　乙仲原西、甲仲原、
　　柚須文化センター
火…内橋三、江辻山会館、
　　戸原、サンライフ
水…原町、若宮、長戸、大隈
　　長者原上
木…花ヶ浦、乙仲原東、
　　長者原下、阿恵、酒殿
金…福祉センター、長者原上、
　　江辻、内橋一、内橋二
【回数】
40回/年度
※ 弁当代等の利用者負担があり
ます。

すみよか事業

要介護もしくは要支援認定を
受けた人に配慮した、住宅改
修の一部を補助します。

【対象者】
次のいずれにも該当する人
● 要介護もしくは要支援認定
を受けた人

● 介護保険の住宅改修の支給
限度額（20万円）を上回っ
た人

● 住民税非課税世帯の人

【補助金額】
改修に要した額の８割
ただし補助限度額　30万円
※事前に申請が必要です。

【補助回数】
１回限り/1人

福祉用具購入補助

介護保険制度の対象になって
いない福祉用具で、町が認め
たものについて、購入費の一
部を補助します。

【対象者】
65歳以上で、次のいずれに
も該当する人
● 要支援１、２の人もしくは、
基本チェックリストの運動
機能低下に該当する人

● 介護保険料の滞納がない人

【補助金額】
購入金額の８割
ただし補助限度額　１万円
※ 領収書と、購入品が分かる
ようなカタログのコピーな
どを添えて申請する必要が
あります。

【補助回数】
１回/購入年度

【対象となる福祉用具】
リハビリシューズ、杖、すべ
り止めマット、歩行器

にこにこ
健康運動教室
（老人クラブ）

補聴器購入補助

老人クラブ会員を対象とした
健康運動教室です。
軽体操を行い、運動機能の改
善、維持に取り組みます。

【対象者】
老人クラブ会員

【開催場所】
福祉センター
※ 全４クールのうち、１クー
ルは地域の公民館等での開
催を予定しています。

【回数】
10回/1クール
※１年度に全４クール開催

補聴器の購入費の一部を補助
します。

【対象者】
65歳以上で、次のいずれに
も該当する人
● 住民税非課税世帯の人
● 障害者手帳（聴覚）を受給
していない人

● 医師から必要性を認める意
見書を徴することができる
人

【補助金額】
購入金額の８割
ただし補助限度額　３万円

【補助回数】
１回限り/1人

粕屋町在宅 高齢者支援サービス（概要）

緊急通報装置

急病等の緊急時に迅速適切な
対応ができるように、独居高
齢者で常時見守りが必要な人
に対し、緊急通報装置を設置
します。

【対象者】
65歳以上で、次のいずれに
も該当する人
● 独居で見守りを行う人がい
ない人

● 携帯電話がなく、緊急通報
を行うことが困難な人

【利用者負担】
● 住民税課税者は装置設置費
用の半額負担

● 住民税非課税者は負担なし

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

10広報かすや
2016.5

役場からのお知らせInformation

寝具洗濯乾燥消毒

寝具の衛生管理が困難な人
に、寝具の洗濯、乾燥、消毒
のサービスを行います。

【対象者】
65歳以上で、要介護４、５
と認定された人

【利用者負担】
なし

【利用回数】
２回/年度

 障がい者等にも同様の事
業があります。

訪問理髪サービス

理美容師がご自宅を訪問す
る、訪問理髪サービス料の一
部を補助します。

【対象者】
要介護認定を受けた、寝たき
りや認知症の人

【利用者負担】
2500円/1回

【補助回数】
３回/年度

平成２８年度 粕屋町在宅 高齢者支援サービス（概要）

　地域の高齢者が住み慣れた
まちで安心して暮らしていけ
るように支える総合的な窓口
です。
　介護、健康、権利擁護、虐
待等の相談を、関係機関と連
携して総合的に支援します。

地域包括
支援センター
とは？

粕屋町役場  介護福祉課
高齢者支援係
（地域包括支援センター）
☎９３８－０２２９
※ サービスの利用につきまして、詳細は介護福祉課
高齢者支援係にお尋ねください。

問合せ

調理をするのが困難な高齢者
に対して、自宅に配食サービ
スを提供するとともに、安否
確認を行います。
※下記の４業者に委託
● 緑の里
● 老人給食センター
● がやがや給食サービス
● 宅配クック123

【対象者】
65歳以上で、次のいずれに
も該当する人
● 独居および高齢者のみの世
帯の人

● 疾患等で見守りが必要な人
● 栄養改善が必要な人や、調
理困難な人

【補助金額】
250円/1食
※補助回数に制限あります。

配食サービス
生活支援サポーターサー
ビス（ゴミ出し・見守り・

買い物同行）

日常生活支援が必要な高齢者
の自立に向けて、生活支援サ
ポーターがゴミ出し・見守り・
買い物同行の靴を脱がない支
援を行います。

【対象者】
おおむね65歳以上の独居お
よび虚弱高齢者のみの世帯の
人

【利用者負担】
なし

※ サポーターの数の関係上、
対応できない場合がありま
す。一度ご相談ください。

寝たきりや認知症により、在
宅生活で常時おむつを必要と
する人に、紙おむつを現物支
給します。

【対象者】
65歳以上で、次のいずれに
も該当する人
● 要介護もしくは要支援認定
を受けた人

● 寝たきりや認知症で常時お
むつを必要とする人

● 住民税非課税の人

【給付限度額】
① 世帯に住民税課税者が他に
いる場合
　３千円/月
②住民税非課税世帯の場合
　６千円/月

紙おむつ給付

補助券を発行し、指定温泉施
設の利用料の一部を補助しま
す。

【対象者】
満70歳以上の人

【利用者負担】
200円/1回の補助券利用

【補助券枚数】
最大12枚/年度
※ 申請月により補助券の枚数
に違いがあります。

【指定温泉施設】
久山温泉ホテル夢家

温泉利用料補助

久山温泉ホテル夢家
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川
口

粕
屋
町
の
平
成

29
年
度
の
保
育

所
入
所
申
込
み
児
童
数
と

実
際
に
入
所
し
た
児
童
数

は安
川・住
民
福
祉
部
長

　

本
年
4
月
1
日
で
、
利

用
申
込
み
者
数
は
１
４
７
４

名
。
入
所
が
決
ま
っ
た
数

は
１
２
９
０
名
。
残
っ
た

数
は
１
８
４
名
で
す
。

川
口

粕
屋
西
保
育
所

に
入
所
し
た
数

は住
民
福
祉
部
長

　

１
３
４
名
で
す
。

川
口

西
小
学
校
校
区

の
未
就
学
児
童

の
う
ち
保
育
所
に
入
所
を

希
望
し
た
数
は

堺・子
ど
も
未
来
課
長

　

該
当
区
で
の
入
所
希
望

は
４
４
８
名
で
す
。
西
保

育
所
を
第
１
希
望
と
す
る

方
は
１
８
５
名
。
現
在
、

未
所
入
者
は
39
名
で
す
。

川
口

西
保
育
所
を
希

望
し
て
入
所
で

き
な
か
っ
た
数
は
39
名
で

す
ね
。

西小学校区に保育所の建設か誘致を
因・町長／建て替え後、待機児童の多い地域に

川口　　晃 議員

川
口

（
両
会
館
の
）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
の
件
。

　

5
月
18
日
の
県
と
の
交

渉
で
「
補
助
金
は
出
す
の

か
」
と
聞
い
た
。

　
「
国
が
1/2
。
県
が
1/4
。

町
が
1/4
負
担
す
る
。」

　

だ
か
ら
県
は
「
町
が
出

し
た
ら
出
し
ま
す
よ
。
上

川
口

原
町
駅
の
利
用

者
は
増
え
ま
す
。

『
そ
の
ま
ま
快
速
を
停
車

さ
せ
る
方
法
』。
一
本
止

め
れ
ば
７
時
か
ら
９
時
ま

で
は
原
町
駅
に
全
て
止
ま

る
。

町
長
や
は
り
快
速
が

全
駅
止
ま
る
事

申
し
ま
す
よ
。」
と
い
う

感
じ
だ
。

町
長
い
つ
も
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
を
言
っ

て
お
り
、
私
が
こ
こ
で
や

り
ま
す
よ
と
は
答
え
づ
ら

い
と
思
い
ま
す
。

　

所
管
の
方
と
協
議
し
、

必
要
性
を
検
討
さ
せ
て
く

は
良
い
事
で
は
な
い
か

と
。利
便
性
も
良
く
な
り
、

活
気
も
出
て
く
る
。
Ｊ
Ｒ

と
協
議
が
あ
り
ま
す
か
ら

取
組
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

川
口

Ｊ
Ｒ
鹿
児
島
本

線
に
は『
準
急
』

が
あ
り
、
博
多
駅
か
ら
福

だ
さ
い
。

※
Ｅ
Ｖ
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
略
で
す
。

岡
工
業
大
学
前
駅
ま
で
は

各
駅
停
車
だ
が
。

町
長
非
常
に
建
設
的

な
意
見
。
そ
う

い
っ
た
方
法
で
し
た
ら
、

前
向
き
に
取
組
ん
で
い
き

ま
す
。

柚
須
文
化
セ
ン
タ
ー
・
上
大
隈
公
民
会
館
の
Ｅ
Ｖ

因
・
町
長
／
所
管
の
方
で
し
っ
か
り
協
議
さ
せ
ま
す

原
町
駅
に『
準
急
』列
車
で
停
め
て
は

因
・
町
長
／
非
常
に
建
設
的
な
意
見
で
す
ね

粕屋西保育所

※
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中
野

柚
須
駅
で
駐
輪

す
る
の
に
ス
ト

レ
ス
が
か
か
り
す
ぎ
る
状

況
だ
が
。

山
野・都
市
計
画
課
長

　

駐
輪
し
た
ま
ま
の
自
転

車
整
理
を
年
３
回
程
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

柚
須
駅
に
お
い
て
は
年

７
回
整
理
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に

増
設
工
事
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

中
野

柚
須
駅
は
町
内

１
番
の
利
用
台

数
で
、
今
後
の
増
加
を
考

え
る
と
有
料
化
な
ど
総
合

的
な
対
策
が
必
要
で
は
な

い
か
。

因・都
市
政
策
部
長

　

福
岡
市
な
ど
で
は
管
理

人
・
設
備
を
置
い
て
有
料

化
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ

り
ま
す
。

　

有
料
化
に
す
る
た
め
に

は
、
他
の
駅
と
の
兼
ね
合

い
、
施
設
の
改
修
等
検
討

し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
。中

野

前
回
も
質
問
し

ま
し
た
伊
賀
駅

周
辺
の
検
討
は

都
市
政
策
部
長

　

歩
道
等
管
理
関
係
が
県

に
あ
り
ま
す
。
地
権
者
の

了
承
も
あ
り
、
県
へ
の
要

望
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
伊
賀
駅
の
陸
橋

は
お
お
む
ね
３
億
円
ほ
ど

か
か
る
こ
と
や
、
Ｊ
Ｒ
の

作
業
ス
ペ
ー
ス
等
の
問
題

を
ク
リ
ア
ー
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

町内美化のアダプト・プログラム採用は
因・都市政策部長／福岡県さわやか道路美化促進事業を実施してます

中
野

町
内
各
所
に
あ

る
街
路
樹
等
の

管
理
計
画
・
方
針
は
あ
る

の
か
。

都
市
政
策
部
長

　

管
理
に
つ
い
て
は
、
委

託
業
者
に
剪
定
・
消
毒
等

や
っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

管
理
要
綱
等
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
。

中
野

美
し
い
風
景
、

並
木
で
あ
れ
ば

そ
の
足
元
に
捨
て
ら
れ
る

ゴ
ミ
も
減
少
す
る
の
で
は

都
市
政
策
部
長

　

ゴ
ミ
の
散
乱
地
域
は
草

が
伸
び
て
い
る
こ
と
が
多

い
の
で
、
管
理
者
に
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
。
ゴ
ミ

を
拾
い
続
け
る
こ
と
で
、

散
乱
を
減
ら
し
、
ま
た
捨

て
づ
ら
く
す
る
。
そ
れ
に

よ
り
美
化
効
果
も
発
生
し

ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
連
携
、

高
齢
者
の
活
動
の
場
が
広

が
る
な
ど
い
ろ
い
ろ
効
果

が
発
揮
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
交
通
対
策（
柚
須
駅
・
伊
賀
駅
周
辺
）は

因
・
町
長
／
過
密
状
態
を
し
っ
か
り
と
認
識
し
て
い
ま
す

中野　敏郎 議員

○�

学
校
経
営
と
超
過
勤
務
の
関

係
性
に
つ
い
て

その他の質問

通勤通学の人・自転車そして車が
行き交う

並木が並みの木に
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鞭
馬

本
年
度
施
政
方

針
に
「
町
民
の

信
頼
に
応
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
人
財
育
成
に

努
め
る
」
と
あ
る
。

　

ど
う
い
う
人
財
が
不
足

し
て
い
る
と
考
え
る
か
。

町
長
も
う
少
し
ヒ
ン

ト
を
与
え
れ
ば

成
長
で
き
る
職
員
が
結
構

お
り
ま
す
、
意
識
改
革
を

行
っ
て
優
秀
な
職
員
の
中

に
入
れ
る
よ
う
に
育
成
し

て
い
き
た
い
。

鞭
馬

具
体
的
な
育
成

計
画
は

町
長
副
町
長
二
人
制

に
し
て
職
員
か

ら
の
相
談
に
応
え
、
助
言

を
し
な
が
ら
育
て
て
い

く
。

　

計
画
の
報
告
が
で
き
る

の
は
半
年
後
に
な
り
ま

す
。

人材育成の具体的計画は
因・町長／県、国と議論できる職員を育てたい

鞭馬　直澄 議員

園
児
、
児
童
、
生
徒
の
防
災
取
り
組
み
は

西
村
・
教
育
長
／
避
難
訓
練
を
施
設
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す

可
燃
ご
み
袋
の
価
格
は

因
・
都
市
政
策
部
長
／
調
査
し
て
安
い
価
格
で
進
め
ま
す

鞭
馬

在
校
中
に
災
害

が
発
生
し
た
時

の
安
全
確
保
対
策
は
出
来

て
い
る
か
。

西
村
・
教
育
長

　

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
、
防
災
マ
ニ
ュ
ア
ル
を

作
成
し
、
消
防
署
に
よ
る

避
難
訓
練
と
外
部
講
師
に

よ
る
講
演
会
を
実
施
し
て

鞭
馬

同
じ
大
き
さ
な

の
に
篠
栗
町
は

一
枚
40
円
で
本
町
は
一
枚

55
円
、
15
円
高
い
、
こ
の

価
格
差
の
要
因
は

都
市
政
策
部
長

　

ご
み
収
集
の
形
態
、
国

い
ま
す
。

　

保
育
所
、
幼
稚
園
は
火

災
、
地
震
、
不
審
者
な
ど

の
避
難
訓
練
を
計
画
的
に

毎
月
一
回
実
施
、
小
中
学

校
は
火
災
、
地
震
対
策
を

年
二
回
実
施
し
て
い
ま

す
。鞭

馬

学
校
は
災
害

時
、
地
域
の
避

難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
い

内
製
造（
篠
栗
町
は
中
国

製
）、
販
売
委
託
料
な
ど

が
あ
り
、
若
干
割
高
に

な
っ
て
い
ま
す
。

鞭
馬

篠
栗
町
は
20
年

前
か
ら
中
国
製

で
あ
り
、
本
町
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
は
町
民
の

る
、
地
域
の
方
々
も
避
難

訓
練
に
参
加
を
し
て
非
常

時
に
備
え
る
事
を
お
願
い

し
た
い
。

皆
さ
ん
に
納
得
い
く
説
明

は
で
き
な
い
。

　

５
円
下
げ
る
と
町
全
体

で
約
一
千
万
円
の
無
駄
遣

い
が
無
く
な
る
。

　

し
っ
か
り
と
削
減
努
力

を
し
て
頂
き
た
い
。

粕屋町の可燃ごみ袋
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木
村

た
と
え
ば
公
民

館
な
ど
で
は
行

え
な
い
か
。

健
康
づ
く
り
課
長

　

各
地
域
に
出
向
い
て
、

い
ろ
ん
な
講
座
を
土
日
、

夜
で
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
い
つ
で
も
募
集
し
て

お
り
ま
す
。

木
村

成
人
式
に
お
い

て
、
啓
発
ブ
ー

ス
を
設
け
た
り
、
パ
ッ
チ

テ
ス
ト
を
行
う
な
ど
で
き

な
い
か
。

健
康
づ
く
り
課
長

　

具
体
的
な
中
身
ま
で
は

ま
だ
考
え
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
実
施
す
る
方
向
で
考

え
て
お
り
ま
す
。

木
村

小
中
学
生
に
ア

ル
コ
ー
ル
に
関

し
て
の
講
義
や
、
パ
ッ
チ

テ
ス
ト
を
受
け
ら
れ
る
機

会
は
あ
る
の
か
。

西
村・教
育
長

　

薬
物
乱
用
や
規
範
意
識

の
部
分
、
身
体
の
健
康
と

か
と
一
緒
な
の
で
、
方
法

と
し
て
ア
ル
コ
ー
ル
に
特

化
し
た
部
分
で
や
れ
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

校
長
に
話
を
し
て
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
の
連
携
も
図
り
な

が
ら
や
っ
て
み
て
は
ど
う

か
と
い
う
提
案
は
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

木
村

体
験
し
て
得
た

知
識
は
忘
れ
な

い
と
思
う
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
関
し
て

ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス
ト
の
導
入
は

中
小
原
・
健
康
づ
く
り
課
長
／
い
ろ
い
ろ
検
討
し
て
参
り
た
い

木村　優子 議員

強
い
弱
い
は
遺
伝
子
に
よ

る
も
の
で
あ
る
の
で
、
小

さ
い
う
ち
に
自
分
の
体
質

を
知
れ
ば
そ
の
事
は
忘
れ

な
い
と
思
う
。

中学校でのアルコールパッチテスト体験の様子

木
村

飲
酒
運
転
根
絶

に
向
け
た
施
策

に
つ
い
て
、
２
年
前
の
質

問
も
併
せ
て
問
う
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
に
強
い
か

弱
い
か
は
遺
伝
子
分
析
に

よ
っ
て
正
確
に
判
定
で
き

る
が
、
簡
易
な
検
査
方
法

と
し
て
、
ア
ル
コ
ー
ル

パ
ッ
チ
テ
ス
ト
が
あ
る
。

　

前
回
導
入
に
つ
い
て
提

案
し
た
が
、
そ
の
後
の
進

捗
状
況
は

健
康
づ
く
り
課
長

　

平
成
29
年
度
は
６
月
号

広
報
に
も
掲
載
し
、
４
回

講
座
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

　

そ
の
中
の
１
つ
と
し
て

ア
ル
コ
ー
ル
パ
ッ
チ
テ
ス

ト
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う

な
講
座
を
開
催
予
定
で

す
。
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日時　 平成29年11月14日（火）

19：00 〜２時間程度

場所　サンレイクかすや多目的室

内容　 会場に参加して頂く皆さんを
退屈させない、言い換えると、
面白くワクワク感あふれる企
画を考えています!!

  子ども議会　　（平成30年１月を予定）
　　 ＊小中学生と議員の何らかの交流会

  意見交換会　　（平成30年２月を予定）
　　 ＊地域の皆さんとの交流会

その他の検討事業

議会が変われば  　　
　　　 町も変わる!!

議会報告会
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ここが変わりました!
★�６月定例会より議会を傍聴する際の受

付の方法が変わりました。以前は、一

枚の受付簿に複数の傍聴者が記入して

いましたが、個人情報保護の観点から、

氏名・住所・年齢をカードに記入し、

専用ボックスに入れるようになりまし

た。

次回９月議会は…
９月１日（金）　９：30開始予定
　　４日（月）　９：30 〜
　　　　　　　一般質問予定

発行：粕屋町議会　編集：議会広報編集特別委員会
〒811-2392　福岡県糟屋郡粕屋町駕与丁1-1-1
TEL092-938-0161　FAX092-938-3150

編 集 委 員 長：木村　優子

編集副委員長：安藤　和寿

委　　　　員：中野　敏郎
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委　　　　員：末若　憲治

発 行 責 任 者：議長　山𦚰　秀隆

新しく広報委員が決定！
メンバーは６名です。

役場は今、クールビズ
5月〜 10月まで、クールビズ期間を設けてい

ます。議員も同様、ノーネクタイ・ノー上着

です。（議場はノーネクタイのみです。） ちょこっと特集　part1
粕屋町は県内最初の

飲酒運転根絶宣言の

町です。

町で見かけた啓発物

を紹介します。

啓発自動販売機

20
粕屋町議会だより№145

2017.6月議会号

交流
〜議会からのお知らせ〜


